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提案課名 情報指令課  

報告者名 小室 俊之  

事案名 
映像通報システム(Ｌｉｖｅ１１９)の先行運用につい

て 
資料 有 

提
案
趣
旨 

現在、１１９番通報は、主に電話による音声通話を、指令員が受信

するとともに、応急手当等の口頭指導を実施していますが、秦野市・

伊勢原市共同消防指令センターに導入するＬｉｖｅ１１９は、１１９

番通報に映像を加えることで「見える化」を図り、指令員が通報を受

ける際に現場映像を確認し、質の高い出動指令を行うことが出来ま

す。また、通報者に対し、映像を活用して応急手当の実施要領を説明

するとともに、その実施状況についても確認できるため、より効果的

な応急手当が可能になります。 

令和７年４月１日の秦野市・伊勢原市共同消防指令センター運用開

始に先立ち、令和６年度に本システムを運用開始し、最適な運用手順

の確認や広報による利用率の向上を図り、本運用に備えるものです。 

概
要 

１ 概要 

 映像通報システム（以下、「Ｌｉｖｅ１１９」という。）は、ス

マートフォンからの１１９番通報者に、動画の送信を依頼し、消防

隊等が現場到着前に、現場の映像を指令センターで、受信するシス

テムです。 

Ｌｉｖｅ１１９の導入により、音声による１１９番通報のみでは

災害状況等を把握することが難しい場合でも、指令員は映像により

現場の状況を確認できます。また、通報者自身が現在地を把握して

いない場合についても、周辺の景色等を指令員が映像で確認するこ

とで、迅速に災害発生場所を確定することが出来きます。 

更に、心肺蘇生法などが必要な緊急性の高い事案では、通信指令

員が、現場映像を確認しながら、通報者に対して応急手当を指導す

ることが可能になると同時に、通報者は、説明動画を確認しながら

応急手当を適切に実施することが可能になります。 

２ 期間 

令和６年５月中旬から令和７年３月３１日（月）まで 

３ 内容 

(1)  Ｌｉｖｅ１１９の使用率 

(2)  Ｌｉｖｅ１１９を活用した場合の接続成功率及び接続不能の原 

因調査並びに、現場活動の支援状況調査 

(3)  Ｌｉｖｅ１１９の課題抽出 

経
過 

令和５年 ８月 事業者によるシステム説明会 

 〃  １１月 藤沢市消防局への視察 

今
後
の
進
め
方 

令和６年２月 運用マニュアル策定 

  〃    議員連絡会への報告（１６日） 

  〃 ４月 事業者と実証実験に関する協定の締結 

       広報はだのにより市民への周知 

〃 ５月 運用開始 

令和７年４月 秦野市・伊勢原市消防指令業務共同運用開始 
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迅速な救急・消防活動のために、ご協力ください

L i v e 1 1 9 ー 映像伝送システム ー

Live119は 「株式会社ドーン」 の商標です。
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